























































































































































安全31 意志13 意味13 宇宙15 学術13
家庭12 感情13 気象15 犠牲13 季節11
(2)
空間11 経営13 警察12 計算13 貢献13
交通13 行動13 呼吸15 根本11 自我13
試験13 時刻11 思索13 支持13 自由13
消化15 小説13 条約13 処理13 人口11
進歩11 真理11 制定13 地図13 能力11
反映15 物理13 分析13 平均11 理解13
日本近代
圧力11 温度11 価値11 感覚13 観測13
気温11 企業13 客観13 吸収11 共産13
系統11 結合11 健康15 原子15 原則13
効果11 克服13 困難15 細胞15 質量11
集団11 需要13 商品14 接触11 繊維15
調整11 哲学13 電子15 日的11 理由11
日本古籍
快楽13 獲得13 政権13 相互11 普遍11
概観 したところ､中国古籍 を典拠 とする語で多
いのは (1.3) (名詞 ･人間活動の精神及び行為)
の分野の語である｡一方､日本語では (1.1) (名





る｡ (1.5)は (名詞 ･自然及び自然現象)の語
である｡
このように､意味の分布を比較 してみると､中
国古籍 を典拠 とする語 と日本の近代に造 られた語




意志 学術 感情 自我 思索 自由
経営 計算 条約 処理 制定 分布







く意味の付加 された語 も少な くない｡
｢意志｣は(∋ (何かをしようとする考え)の意







の意味に用い られる｡近代 の初 め (science)の













古籍を典拠 とする語 とは反対 に (1.1)が多 くなっ
ている｡




健康 原子 困難 細胞 繊維 電子 (15)











































































































共 同研 究 経過
冠 詞 の 研 究
























































































































































語の f̀or'が ≪目的≫と ≪理由≫を表わし､ 日
本語の ｢ため｣も同様であるのはけっして偶然で
はなく､裏に同じ論理が働いているためだと考え


































































































される (Mizutani&Mizutani1987)｡ しか し
｢あの人は頭いいけど-｣のように ｢けど｣の付
加によって何かが否定的な要素が含まれることと
なり､丁寧さのレベルが上がらない場合もある｡
従って ｢けど｣そのものが丁寧さという意味を持
つとするのは明らかに誤 りであり､発話末の ｢け
ど｣は発話中の接続詞 ｢けど｣と同じ意味とし､
丁寧さを語用論的に分析するのが妥当であると思
われる｡上記の文で ｢けど｣を付加しても付加し
なくても ｢食卓に来て飲んで下さい｣という要請
が出るとする｡では ｢けど｣がある時とない時の
差異は､接続詞 ｢けど｣が付いた時には ｢けど｣
の後の部分､つまり第二連結節が省略されている
と見なされるが､｢けど｣がない場合は省略発話
とは見なされないという差異である｡次に第二連
結節に何が省略されているかという問題であるが､
それは確定的なものでなく､不確定的なものであ
り､第-連結節から合意される要請 (｢食卓に来
て飲んで下さい｣)と逆接関係を保つものであれ
ば､広範囲のものが可能なのである｡例えば ｢お
忙しいかもしれない｣｢お茶は欲 しくないかもし
れない｣といったものである｡これらが話者が合
意している要請と逆弓妾関係となる故､その要請を
弱めることになるのである｡これは関連性理論に
おける文脈効果の一つの､既存想定の排除とまで
は行かないが､既存想定の弱化と見なすことがで
き､語用理論で発話末 ｢けど｣の丁寧さを説明す
ることの正当性を示していると言える｡
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